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２
．
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と

流
通
市
場
の
形
成

2
1

2
0



住
宅
ス
ト
ッ
ク
循
環
促
進
事
業

新
規

令
和

８
年

度
予

算
概

算
要

求
額

：
3
.7
4
億

円

住
宅
ス
トッ
クの

循
環
を
促
進
す
る
環
境
整
備
、

消
費
者
教
育
・消

費
者
保
護
に
関
す
る
環
境
整
備
、

住
宅
ス
トッ
クの

循
環
促
進
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

支
援
す
る
。

○
既
存
住
宅
流
通
量
の
増
加
が
少
な
い
要
因
は
、買

主
は
「き
れ
い
で
あ
る
こと
」、
「隠

れ
た
不
具
合
が
な
い
こと
」、
「購

入
価
格
が
妥
当
で
あ
る
こと
」等

を
求
め

て
い
る
が
、現

状
の
既
存
住
宅
市
場
で
は
、こ
れ
らの

買
主
の
希
望
に
沿
った
住
宅
ス
トッ
クが

少
な
い
状
況
。

○
既
存
住
宅
流
通
の
整
備
・活

性
化
懇
談
会
で
は
、性

能
が
低
い
住
宅
ス
トッ
クに

つ
い
て
も
利
活
用
へ
の
需
要
が
存
在
し、
安
全
性
等
に
関
す
る
情
報
開
示
を

進
め
、既

存
住
宅
市
場
に
取
り込

む
こと
が
有
効
とさ
れ
た
。

○
この

うち
、情

報
開
示
に
つ
い
て
は
、イ
ン
ス
ペ
クシ

ョン
（
既
存
住
宅
状
況
調
査
）
が
制
度
とし
て
あ
る
が
、「
調
査
費
用
の
負
担
主
体
」、
「制

度
の
認
知
」、

「調
査
結
果
に
伴
う売

却
へ
の
影
響
」等

が
課
題
。ま
た
、性

能
が
低
い
住
宅
ス
トッ
クの

利
活
用
へ
の
需
要
に
つ
い
て
、実

態
把
握
が
必
要
。

○
さら
に
、悪

質
リフ
ォー

ム
等
の
住
宅
に
関
す
る
消
費
者
トラ
ブ
ル
や
、能

登
半
島
地
震
を
は
じめ

とし
た
地
震
や
火
災
・水

害
な
どの

大
規
模
災
害
の
発
生
を
踏

ま
え
、住

宅
の
専
門
的
な
相
談
を
受
け
付
け
る
体
制
の
整
備
が
必
要
。

背
景
・課

題

事
業
の
概
要

住
宅
購
入
希
望
者
が
安
心
して

取
引
で
きる

環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、既

存
住
宅
の
流
通
量
の
増
加
や
住
宅
取
引
時
に
お
け
る
情
報
開
示
、

消
費
者
支
援
体
制
の
整
備
等
を促

進
す
る
事
業
を創

設
す
る
。

＜
既
存
住
宅
の
売
買
に
お
け
る
課
題
＞

新
築

リフ
ォー

ム
・

修
繕

リフ
ォー

ム
・

修
繕

＜
住
宅
ス
トッ
クの

循
環
イメ
ー
ジ
＞

相
続
、売

却
等

相
続
、売

却
等

相
続
、購

入
等

居
住

実
線
：
住
宅
の
循
環

点
線
：
住
ま
い
手
の
循
環

築
20
年

築
40
年

売
主

買
主

・適
正
価
格
で
売
却
した

い
・築

年
数
の
経
過
に
応
じて

価
格
が
低
下

等
・適

正
な
購
入
価
格
か
分
か
りに
くい

・購
入
す
る
住
宅
の
品
質
等
に
関
す
る
情
報
が
少
な
い
等

居
住

相
続
、購

入
等

２
．
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
流
通
市
場
の
形
成
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マ
ン
シ
ョ
ン
総
合
対
策
モ
デ
ル
事
業

継
続

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：
4
0
億
円

→
マ
ン
シ
ョン
の
長
寿
命
化
等
に
資
す
る
先
導
的
な
取
組
に
つ
い
て
、

その
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
。

【補
助
率
】
計
画
支
援
：
定
額
、工

事
支
援
：
国
１
／
３

→
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
先
導
的
な
老
朽
マ
ン
シ
ョン
対
策
に
つ

い
て
、そ
の
費
用
の
一
部
を支

援
す
る
。

【補
助
率
】
①
に
要
す
る
経
費
：
国
１
／
２
、地

方
１
／
２

②
の
うち
調
査
検
討
経
費
：
国
１
／
３
、地

方
１
／
３

②
の
うち
工
事
費
：
国
１
／
６
、地

方
１
／
６

新
築

適
正
管

理
こ
れ
以
上
の

長
寿
命
化
が

困
難

躯
体
損
壊
等

長
寿

命
化

再
生

修
繕

・
改
良

管
理
不

全

・既
存
の
躯
体
を有

効
活
用
し建

物
を長

寿
命
化
させ

る
一
棟
リノ
ベ
ー
シ
ョン
工
事

・超
高
層
マ
ン
シ
ョン
に
お
け
る
給
排
水
設
備
の
長
寿
命
化
工
事

等

＜
想
定
さ
れ
る
支
援
例
＞

①
管
理
不
全
マ
ン
シ
ョン
化
の
防
止

・管
内
マン

シ
ョン
の
管
理
状
況
等
の
実
態
調
査

・管
理
組
合
の
合
意
形
成
の
た
め
の
専
門
家
派
遣
等

②
管
理
不
全
マ
ン
シ
ョン
の
再
生
支
援

・再
生
の
た
め
の
調
査
検
討

・再
生
の
た
め
の
工
事

（
管
理
不
全
化
が

進
行
した

マン
シ
ョン
）

東
京
都
、共

同
住
宅
（
築
56
年
）

（
更
新
後
）

（
更
新
後
）

【１
】
マ
ン
シ
ョン
ス
ト
ック
長
寿
命
化
等
モ
デ
ル
事
業

【２
】
老
朽
マ
ン
シ
ョン
対
策
モ
デ
ル
事
業

（
更
新
前
）

（
更
新
前
）

（
一
棟
リノ
ベ
ー
シ
ョン
工
事
の
イメ
ー
ジ
）

地
方

公
共

団
体

等
の

積
極

的
関

与

地
方
公
共
団
体
等
の

積
極
的
関
与

(撮
影
)上
田
宏

一
部
で
外
壁
剝
落

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

２
．
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
流
通
市
場
の
形
成

マ
ンシ

ョン
の
建
物
と居

住
者
の
「２

つ
の
老
い
」の
進
行
を
踏
ま
え
、ラ
イフ
サ
イク
ル
全
体
を
見
通
して

、管
理
・再

生
の
円
滑
化
等
を図

る
改
正

マ
ン
シ
ョン
関
係
法
の
施
行
とあ
わ
せ
て
、マ
ン
シ
ョン
の
長
寿
命
化
等
に
資
す
る
先
導
的
な
取
組
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
先
導
的
な
老
朽

マ
ンシ

ョン
対
策
へ
の
支
援
を行

う。

2
3
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10
.7

5.
1

38
.6

19
.2

48
.4

31
.4

1
5.
1

3
.5

2
6.
9

9
.6

1
5.
9

7
.6

25
.8

8.
6

65
.5

28
.8

64
.3

3
9.
0

010203040506070（
万

戸
）

既
成
住
宅
地
再
生
モ
デ
ル
事
業
（
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
）

高
齢
者
世
帯
が
所
有
す
る
持
家
の
相
続
の
増
加
等
に
伴
い
、今

後
、空

き
家
等
が
急
増
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
既
成
住
宅
地
に
お
い
て
、住

宅
・

宅
地
を
有
効
活
用
し、
子
育
て
世
帯
等
が
暮
らし
や
す
い
住
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、調

査
・普

及
啓
発
・試

行
的
な
住
宅
活
用
等
を
通
じた

対
策
の
企
画
立
案
・深

化
を図

る
事
業
を
創
設
す
る
。

新
規

令
和

８
年

度
予

算
概

算
要

求
額

：
4
0
.2
7
億

円
の

内
数

背
景

〇
各
地
方
の
都
心
通
勤
圏
な
ど
、
比
較
的
利
便
性
が
高
い
既
成
住
宅
地
で
は
、
今
後
、
住
宅
所
有
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

空
き
家
等
が
急
増
す
る
お
そ
れ
。

〇
近
年
の
建
設
費
高
騰
等
に
よ
り
、
一
般
的
な
子
育
て
世
帯
等
が
住
宅
を
取
得
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
る
。

6.
3

2
.
2

2
3
.
5

8
.
1

3
0
.
6

1
4
.
1

1
2.
0

1
.4

2
3.
5

3
.8

1
5.
3

3
.4

1
8.
3

3
.
6

4
6
.
9

1
2
.
0

4
5
.
9

1
7
.
5

0

10203040506070

旧
耐
震
時
代

新
耐
震
時
代

（
万
戸
）

4
.8
倍

2
.6
倍

4
.5
倍

2
0
2
3
年
時
点

で
8
5
歳
以
上

2
0
2
4
-2
0
3
3
年

で
8
5
歳
以
上

2
0
3
4
-2
0
4
3
年

で
8
5
歳
以
上

関
西

二
府

四
県

注
）
総
務
省
「住

宅
・土

地
統
計
調
査
」（

令
和
5年

）
を基

に
国
土
交
通
省
で
独
自
集
計
。8
5歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯
は
、8
5歳

以
上
の
高
齢
単
身
世
帯
又
は
夫
婦
とも
に
85
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
世
帯
。

20
24
～
20
33
年
に
85
歳
以
上
とな

る
高
齢
者
世
帯
は
、2
02
3年

の
「住

宅
・土

地
統
計
調
査
」に
お
け
る
75
歳
以
上
85
歳
未
満
の
世
帯
と仮

定
。

20
34
～
20
43
年
に
85
歳
以
上
とな

る
高
齢
者
世
帯
は
、2
02
3年

の
「住

宅
・土

地
統
計
調
査
｣に
お
け
る
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
と仮

定
。

＜
85
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
が
居
住
す
る
住
宅
ス
ト
ック
＞

戸
建

共
同

住
宅

戸
建

共
同

住
宅

戸
建

共
同

住
宅

関
東

一
都

三
県

2
0
2
3
年
時
点

で
8
5
歳
以
上

2
0
2
4
-2
0
3
3
年

で
8
5
歳
以
上

2
0
3
4
-2
0
4
3
年

で
8
5
歳
以
上

戸
建

共
同

住
宅

戸
建

共
同

住
宅

戸
建

共
同

住
宅

2
.5
倍

２
．
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
流
通
市
場
の
形
成

2
4



空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
、
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業

拡
充
・
延
長
、
継
続

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：
7
0
.8
0億

円
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
の
内
数

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

■
空
き
家
の
除
却
・活
用
へ
の
支
援
（
市
区
町
村
向
け
）

＜
空
き
家
対
策
基
本
事
業
＞

〇
空
き
家
の
除
却

（
特
定
空
家
等
の
除
却
、跡

地
を地

域
活
性
化
の
た
め
に
計
画
的
に
利
用
す
る
除
却
等
）

〇
空
き
家
の
活
用
（
地
域
コミ
ュニ
テ
ィ維

持
・再

生
の
た
め
に
10
年
以
上
活
用
）

〇
空
き
家
を
除
却
した

後
の
土
地
の
整
備

〇
空
き
家
の
活
用
か
除
却
か
を
判
断
す
る
た
め
の
フィ
ー
ジ
ビ
リテ
ィス
タ
デ
ィ

〇
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
等
に
必
要
な
空
き
家
の
実
態
把
握

〇
空
き
家
の
所
有
者
の
特
定

※
上
記
６
項
目
は
空
き家

再
生
等
推
進
事
業
で
も
支
援
が
可
能

〇
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
に
よ
る
空
き
家
の
活
用
等
を
図
る
た
め
の
業
務

＜
空
き
家
対
策
附
帯
事
業
＞

〇
空
家
法
に
基
づ
く代

執
行
等
の
円
滑
化
の
た
め
の
法
務
的
手
続
等
を行

う事
業

■
モ
デ
ル
的
な
取
組
へ
の
支
援
（
N
PO
・民
間
事
業
者
等
向
け
）

＜
空
き
家
対
策
モ
デ
ル
事
業
＞

○
調
査
検
討
等
支
援
事
業
（
ソフ
ト）

（
創
意
工
夫
を凝

らし
た
モデ

ル
性
の
高
い
取
組
に
係
る
調
査
検
討
や
そ
の
普
及
・広

報
等
へ
の
支
援
）

○
改
修
工
事
等
支
援
事
業
（
ハ
ー
ド）

（
創
意
工
夫
を凝

らし
た
モデ

ル
性
の
高
い
空
き家

の
改
修
工
事
・除

却
工
事
等
へ
の
支
援
）

※
モデ

ル
事
業
の
補
助
率

調
査
検
討
等
：
定
額

除
却
：
国
2/
5、
事
業
者
3/
5

活
用
：
国
1/
3、
事
業
者
2/
3

国 1 1
//
33

地
方
公
共
団
体

11
//
33

所
有
者

1 1
//
33

※
市
区
町
村
が
実
施
す
る
場
合
は
国
２
/
５
、
市
区
町
村
３
/
５

※
代
執
行
等
の
場
合
は
国
１
/
２
、
市
区
町
村
１
/
２

※
市
区
町
村
が
実
施
す
る
場
合
は
国
１
/
２
、
市
区
町
村
１
/
２

空
き
家
の
所
有
者
が
実
施

活活
用用

国 2 2
//
55

地
方
公
共
団
体

2 2
//
55

所
有
者

1 1
//
55

除除
却却

国 1 1
//
22

地
方
公
共
団
体

1 1
//
22

空
き
家
の
所
有
者
が
実
施

空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
が
実
施

地
域
活
性
化
の
た
め
、
空
き
家
を
地
域
交
流
施
設
に
活
用

空
き
家
の
活
用

支支
援援
法法
人人

にに
よよ
るる

業業
務務

※
その

他
、空

き家
対
策
関
連
事
業
、空

き家
対
策
促
進
事
業
が
あ
る
。

２
．
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
流
通
市
場
の
形
成
／
４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

空
家
等
の
さら
な
る
増
加
が
予
見
され

る
大
相
続
時
代
の
到
来
に
備
え
、総

合
的
な
空
き
家
対
策
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、空

き
家
対
策
の
効

率
化
を
図
る
DX
を
促
進
す
る
とと
も
に
、改

正
空
家
法
の
空
家
等
活
用
促
進
区
域
制
度
や
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
制
度
の
活
用
を
通

じた
空
き
家
の
除
却
・活

用
に
係
る
取
組
等
に
対
す
る
支
援
を強

化
す
る
。

2
5

2
4



３
．
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

多
様
な
住
ま
い
の
確
保

2
6



令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：

公
的
賃
貸
住
宅
家
賃
対
策
補
助
（
1
3
4
.4
7
億
円
）
の
内
数

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
を
活
用
し
た
近
居
に
よ
る
子
育
て
支
援

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

拡
充
・
延
長

安
心
して

子
育
て
で
き
る
環
境
整
備
に
向
け
て
、緑

豊
か
で
子
育
て
環
境
に
優
れ
た
UR
賃
貸
住
宅
を活

用
した

近
居
を
促
進
す
る
た
め
、

子
育
て
世
帯
とこ
れ
を
支
援
す
る
親
世
帯
等
が
近
居
す
る
場
合
に
、U
R賃

貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
す
る
子
育
て
世
帯
に
対
して

家
賃
減
額

へ
の
支
援
を
実
施

子
育
て
世
帯

支
援
す
る
世
帯

近近
居居

U
R
賃
貸
住
宅

近
居
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
イメ
ー
ジ

新
た
に
入
居
す
る
子
育
て
世
帯
を対

象
に
、

5年
間
・
20

％
減
額

〇
子
育
て
世
帯
とこ
れ
を支

援
す
る
親
世
帯
等
※
１
が
近
居

※
２
す
る

場
合
に
、U
R賃

貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
す
る
対
象
世
帯
に
対
し

て
家
賃
を
減
額

※
1
三
親
等
以
内
の
親
族
の
世
帯

※
2
直
線
距
離
で
概
ね
半
径
２
km

以
内
の
区
域
等

＜
対
象
世
帯
＞

子
育
て
世
帯

※
３
（
収
入
分
位
50
％
以
下
の
者
に
限
る
。）

※
3
18
歳
未
満
の
子
を
扶
養
して

い
る
者
又
は
妊
娠
して

い
る
者
を
含
む
世
帯

＜
家
賃
減
額
措
置
＞

入
居
か
ら5
年
間
、家

賃
の
20
％

※
4 を
減
額

※
4
限
度
額
４
万
円
／
月
、1
5％

国
負
担
・５

％
Ｕ
Ｒ
負
担

＜
期
限
＞

令
和
７
年
度
ま
で
に
入
居

３
．
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
様
な
住
ま
い
の
確
保

少
子
化
ス
ピー

ドの
加
速
化
や
共
働
き
の
子
育
て
世
帯
の
急
増
等
を
踏
ま
え
て
、安

心
して

子
育
て
で
き
る
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、支

援
す
る

親
世
帯
等
と近

居
す
る
場
合
に
お
け
る
、U
R賃

貸
住
宅
に
新
た
に
入
居
す
る
子
育
て
世
帯
等
に
対
す
る
家
賃
減
額
へ
の
支
援
を強

化
す
る
。

2
7
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サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
整
備
事
業

延
長
・
見
直
し

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
等
推
進
事
業
（
1
8
3
.0
5億
円
）
の
内
数

＜
現

行
制

度
の

概
要

＞

※
 一

定
の

床
面

積
とバ

リア
フリ

ー
が

確
保

され
、状

況
確

認
・生

活
相

談
サ

ー
ビス

を提
供

す
る

高
齢

者
向

け
の

住
宅

とし
て

、都
道

府
県

等
に

登
録

され
た

住
宅 限限
度度
額額

補補
助助
率率

住住
宅宅

13
5万
円
／
戸

１
／
１
０

床
面
積
30
㎡
以
上

（
か
つ
一
定
の
設
備
完
備
）

新
築

12
0万
円
／
戸

床
面
積
25
㎡
以
上

70
万
円
／
戸

床
面
積
25
㎡
未
満

19
5万
円
／
戸

１
／
３

改
修
、
既
設
改
修

限限
度度
額額

補補
助助
率率

高高
齢齢
者者
生生
活活
支支
援援
施施
設設

（（
地地
域域
交交
流流
施施
設設
等等
及及
びび
介介
護護
関関
連連
施施
設設
等等
））

1,
00

0万
円
／
施
設

１
／
１
０

新
築

１
／
３

改
修
、
既
設
改
修

限限
度度
額額

補補
助助
率率

再再
エエ
ネネ
等等
設設
備備

合
わ
せ
て
４
万
円
／
戸

１
／
１
０

太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
池

２
万
円
／
戸

太
陽
熱
温
水
器

補補
助助
率率
・・限限
度度
額額 ※
事
業
内
容
に
よ
っ
て
補
助
率
・限
度
額
の
引
き
上
げ
等
あ
り

○
高
齢
者
住
ま
い
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
と
し
て
10
年
以
上
登
録
す
る
こ
と

○
家
賃
の
限
度
額
は
、
所
在
市
区
町
村
に
応
じ
て
設
定
し
た
額

（
11

.2
～
25

.6
万
円
／
月
）
と
す
る
こ
と

○
入
居
者
の
家
賃
の
額
が
、
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
の
額
と

均
衡
を
失
し
な
い
こ
と

○
入
居
者
が
、
任
意
の
事
業
者
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
こ
と

○
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
運
営
情
報
の
提
供
、
更
新
を
行
う
こ
と

○
新
築
・
改
修
の
場
合
は
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
の
ま
ち
づ
く

り
方
針
と
整
合
し
て
い
る
こ
と

○
事
業
主
体
が
運
営
す
る
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
事
業
所

が
指
定
取
消
等
の
対
象
で
あ
る
場
合
に
、
当
該
事
業
主
体
の
組

織
的
な
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

等

補補
助助
要要
件件

サ
ー

ビス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

の
供

給
促

進
の

た
め

、整
備

費
に

対
す

る
支

援
を行

う。

学
校
を
改
修
し
て
整
備
し
た
住
宅

高
齢
者
生
活
支
援
施
設
に
お
け
る
地
域
交
流
（
イ
メ
ー
ジ
）

３
．
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
様
な
住
ま
い
の
確
保

高
齢

者
が

健
康

で
安

心
して

暮
らす

こと
が

で
き

る
良

質
な

住
ま

い
の

推
進

に
向

け
て

、サ
ー

ビス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

※
の

供
給

に
対

す
る

支
援

に
つ

い
て

重
点

化
を図

る
。

2
8



居
住
支
援
協
議
会
等
活
動
支
援
事
業

継
続

令
和

８
年

度
予

算
概

算
要

求
額

：
1
2
.9
8
億

円

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

居
住
支
援
協
議
会
等
活
動
支
援
事
業
（令

和
７
年
度
当
初
）

住
宅

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

法
に

基
づ

く
居

住
支

援
協

議
会

(
都

道
府

県
・
市

区
町

村
居

住
支

援
協

議
会

、
居

住
支

援
協

議
会

設
立

準
備

会
)、

居
住

支
援

法
人

等
事

業
主

体

１
.
市

区
町

村
居

住
支

援
協

議
会

立
ち

上
げ

支
援

２
.
地

域
に

お
け

る
総

合
的

・包
括

的
な

居
住

支
援

体
制

の
整

備

３
.
居

住
支

援
協

議
会

設
立

に
向

け
た

準
備

に
係

る
取

組

４
.
入

居
前

支
援

（相
談

窓
口

の
開

設
や

不
動

産
店

・
内

覧
の

同
行

等
）

５
.
入

居
中

支
援

（見
守

り
や

生
活

相
談

、
緊

急
時

対
応

等
）

６
.
地

方
公

共
団

体
等

と
の

連
携

（
セ

ミ
ナ

ー
等

に
お

け
る

情
報

提
供

等
）

等

補
助

対
象

事
業

定
額

（国
1
0

/1
0

）
補

助
率

・都
道

府
県

居
住

支
援

協
議

会
・・

・上
限

5
,0

0
0

千
円

・市
区

町
村

居
住

支
援

協
議

会
・・

・上
限

5
,0

0
0

千
円

・居
住

支
援

協
議

会
設

立
準

備
会

・・
・上

限
3

,5
0

0
千

円

(複
数

自
治

体
に

よ
る

共
同

設
立

の
場

合
は

上
限

4
,0

0
0

千
円

)

・居
住

支
援

法
人

・・
・上

限
7

,0
0

0
千

円

(ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
加

算
該

当
の

場
合

は
上

限
7

,5
0

0
千

円
)

補
助

限
度

額

居
住
支
援
協
議
会

居
住
支
援
法
人

・
都

道
府

県
が

、
N

P
O

法
人

、
一

般
社

団
法

人
、
一

般
財

団
法

人
（
公

益
社

団
法

人
・財

団
法

人
を

含
む

）
、
社

会
福

祉
法

人
、
居

住
支

援
を

目
的

と
す

る
株

式
会

社
等

を
指

定

・
指

定
数

：
1
,0

６
４

法
人

（
4

7
都

道
府

県
）が

指
定

（
R

７
.６

.３
０

時
点

）

・
地

方
公

共
団

体
、
不

動
産

関
係

団
体

、
居

住
支

援
法

人
等

が
連

携
し

て
協

議
会

を
設

立

・
設

立
状

況
：
1
6

3
 協

議
会

（
全

都
道

府
県

・
1
２

５
市

区
町

村
）が

設
立

（
R

７
.６

.3
０

時
点

）

３
．
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
様
な
住
ま
い
の
確
保

居
住
支
援
協
議
会
、居

住
支
援
法
人
等
が
行
う、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
の
円
滑
化
に
関
す
る
活
動
等
に
係
る

事
業
の
立
上
げ
等
に
対
して
支
援
を行

う。

2
9
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み
ん
な
が
安
心
し
て
住
ま
い
を
提
供
で
き
る
環
境
整
備
モ
デ
ル
事
業

継
続

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
等
推
進
事
業
（
1
8
3
.0
5
億
円
）
の
内
数

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

【多
主
体
連
携
型
】

居
住
支
援
法
人
、
家
賃
債
務
保
証
業
者
、
保
険
業
者
、
賃
貸
人
等

【サ
ブ
リ
ー
ス
型
】

居
住
支
援
法
人
等

事
業
主
体

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
検
討
、
試
行
、
普
及
・広
報
に
要
す
る
費
用

補
助
対
象

定
額

補
助
率

１
事
業
あ
た
り
3
0
0
万
円
／
年

補
助
限
度
額

【共
通
】

・学
識
経
験
者
等
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
先
導
的
な
事
業
と
し
て
選

定
し
た
事
業
で
あ
る
こ
と

・補
助
事
業
の
成
果
に
関
す
る
情
報
公
開
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
国
へ
の

情
報
提
供
に
協
力
す
る
こ
と

・居
住
支
援
協
議
会
へ
の
参
加
等
地
方
公
共
団
体
と
の
一
定
の
連
携
が

図
ら
れ
て
い
る
こ
と

【多
主
体
連
携
型
】

・複
数
の
事
業
者
・団
体
が
連
携
し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

【サ
ブ
リ
ー
ス
型
】

・サ
ブ
リ
ー
ス
又
は
買
取
り
に
よ
り
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
専
用
住
宅
又
は

見
守
り
な
ど
を
行
う
住
宅
（居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
な
ど
）等
を
提
供
す

る
居
住
支
援
法
人
等
が
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

補
助
要
件

最
大
３
年
間

支
援
期
間

住
宅
確
保

要
配
慮
者

賃
貸
人

居
住
支
援

法
人

家
賃
債
務
保

証
業
者

【多
主
体
連
携
型
】の
イ
メ
ー
ジ

連
携

連
携

連
携

終
身
建
物
賃
貸
借
契
約

家
賃
債
務
保
証

見
守
り
な
ど

３
者
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
互
い
の
不
安
感
を
軽
減
し
、

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能

見
守
り
な
ど
を
行
う
住
宅

【サ
ブ
リ
ー
ス
型
】の
イ
メ
ー
ジ

居
住

支
援

法
人

住
宅
確
保

要
配
慮
者

賃
貸
人

マ
ス
タ
ー
リ
ー
ス

契
約

サ
ブ
リ
ー
ス

契
約

見
守
り
な
ど
の

入
居
中
支
援

法
人
が
管
理
業
務
に
加
え
て
見
守
り
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り

賃
貸
人
は
安
心
し
て
住
宅
を
貸
す
こ
と
が
可
能

３
．
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
様
な
住
ま
い
の
確
保

誰
も
が
安
心
して
暮
らせ
る
住
ま
い
の
確
保
に
向
け
て
、居

住
サ
ポ
ー
ト住

宅
等
を
供
給
す
る
賃
貸
人
等
の
不
安
感
の
軽
減
を
図
る
た
め
、居

住
支
援
法
人
、家

賃
債
務
保
証
業
者
、保

険
業
者
、賃

貸
人
等
が
連
携
して
実
施
す
る
先
導
的
な
取
組
に
対
す
る
支
援
を
行
う。

3
0



バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
整
備
促
進
事
業

交
付
率

直
接

1
/3

間
接

1
/3

交
付
対
象
事
業
者

地
方
公
共
団
体
、
民
間
事
業
者
、
協
議
会
等

補
助
対
象
地
域

①
三
大
都
市
圏
の
既
成
市
街
地
等

②
人
口
５
万
人
以
上
の
市

③
都
市
機
能
誘
導
区
域
の
駅
周
辺

④
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
、
移
動
等
円
滑
化
促
進
方
針
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
第
1
4
条
第
3
項
に
基
づ
く
条
例
を
策
定
し
た
区
域

等

交
付
内
容

■
基
本
構
想
等
の
策
定
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
第
1
4
条
第
3
項
に
基
づ
く
条
例
の

制
定
・
改
正
に
必
要
な
基
礎
調
査
等
を
含
む
。
）

■
移
動
シ
ス
テ
ム
等
整
備
事
業

・
屋
外
の
移
動
シ
ス
テ
ム
整
備
（
ス
ロ
ー
プ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
）

・
建
築
物
の
新
築
、
改
修
に
伴
う
一
定
の
屋
内
の
移
動
シ
ス
テ
ム
整
備

（
市
街
地
空
間
に
お
け
る
移
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）

・
移
動
シ
ス
テ
ム
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

（
広
場
、
空
地
、
ア
ト
リ
ウ
ム
、
ホ
ー
ル
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
ト
イ
レ
等
）

等

■
認
定
特
定
建
築
物
整
備
事
業

・
屋
外
の
移
動
シ
ス
テ
ム
整
備
（
建
築
物
敷
地
内
の
平
面
経
路
に
限
る
。
）

・
屋
内
の
一
定
の
移
動
シ
ス
テ
ム
整
備

（
商
業
用
以
外
の
特
別
特
定
建
築
物
の
用
途
に
至
る
経
路
に
係
る
も
の
。
）

・
移
動
シ
ス
テ
ム
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

等

■
既
存
建
築
物
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
事
業

【
対
象
建
築
物
】

・
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
・
障
害
者
等
が

利
用
す
る
建
築
物
（
小
規
模
店
舗
等
も
対
象
で
規
模
要
件
な
し
）

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
条
例
に
よ
る
規
制
の
対
象
と
な
る
建
築
物

【
補
助
対
象
】

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用

・
段
差
の
解
消

・
出
入
口
、
通
路
の
幅
の
確
保

・
車
椅
子
使
用
者
ト
イ
レ
の
設
置

・
オ
ス
ト
メ
イ
ト
設
備
を
有
す
る
ト
イ
レ
の
設
置

・
乳
幼
児
用
設
備
の
設
置

・
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置

・
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
設
置

・
駐
車
場
か
ら
店
舗
ま
で
の
屋
根
設
置

な
ど

屋
外
の
移
動
シ
ス
テ
ム

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）
の
設
置

屋
内
の
移
動
シ
ス
テ
ム

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）
の
設
置

移
動
シ
ス
テ
ム
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
（
ホ
ー
ル
）

ス
ロ
ー
プ
の
設
置

ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置

ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

写
真
の
出
典
：
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
移
動
等
に
配
慮
し
た
建
築
設
計
標
準
（
令
和
3
年
3
月
）

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
の
内
数

継
続

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

３
．
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
多
様
な
住
ま
い
の
確
保

障
害
者
等
が
安
心
して

暮
らせ

る
環
境
の
整
備
を図

る
た
め
、バ

リア
フリ
ー
法
に
基
づ
く基

本
構
想
・条

例
等
の
策
定
、移

動
シ
ス
テ
ム
（
ス
ロー

プ
・エ
レ
ベ
ー
ター

等
）
の
整
備
、小

規
模
店
舗
を
は
じめ

とし
た
既
存
建
築
ス
トッ
クの

バ
リア
フリ
ー
改
修
工
事
等
に
対
して

支
援
を行

う。

3
1

3
0



４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

3
2



既
存
建
築
物
省
エ
ネ
化
推
進
事
業

断
熱
材

（
例
：
ｸ
ﾞﾗ
ｽ
ｳ
ｰ
ﾙ
）

高
効
率

空
調
設
備

躯
体
の
省
エ
ネ
改
修

天
井
、
外
壁
等
（
断
熱
）

開
口
部
（
複
層
ガ
ラ
ス
、
二
重
サ
ッ
シ
等
）
等

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

ス
ロ
ー
プ
の
設
置

※
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
併
せ
て
実
施
す
る
も
の

高
効
率
設
備
へ
の
改
修

空
調
、
換
気
、
給
湯
、
照
明

等

省
エ
ネ
性
能
の
表
示

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

※

廊
下
等
の
拡
幅

手
す
り
の
設
置

段
差
の
解
消

等

【
事
業
の
要
件
】

【
補
助
額
等
】

以
下
の
要
件
を
全
て
満
た
す
、
建
築
物
（
非
住
宅
）
の
省
エ
ネ
改
修
工
事

①
躯
体
（
壁
・
天
井
等
）
の
省
エ
ネ
改
修
（
高
機
能
換
気
設
備
※
を
設
置
す
る

場
合
は
、
躯
体
又
は
外
皮
の
改
修
）
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と

※
給
気
と
排
気
の
間
で
熱
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
空
調
効
率
の
低
下
を
防
止
す
る
換
気
設
備

②
改
修
前
と
比
較
し
て
20
%
以
上
の
省
エ
ネ
効
果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

・
た
だ
し
、
外
皮
改
修
面
積
割
合
が
20
%
を
超
え
る
場
合
は
15
%
以
上

・
高
機
能
換
気
設
備
を
設
置
す
る
場
合
は
、
改
修
に
係
る
部
分
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
算
定
が
可
能

③
改
修
後
に
一
定
の
省
エ
ネ
性
能
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と

④
省
エ
ネ
性
能
を
表
示
す
る
こ
と

⑤
改
修
後
に
耐
震
性
を
有
す
る
こ
と

⑥
事
例
集
へ
の
情
報
提
供
に
協
力
す
る
こ
と

等

＜
補
助
対
象
＞

省
エ
ネ
改
修
工
事
（
併
せ
て
実
施
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
計
測
・
省
エ
ネ
性
能
の
表
示
）
に
要
す
る
費
用

＜
補

助
率
＞

補
助
対
象
工
事
の
１
／
３

＜
限

度
額
＞

5
,0
0
0
万
円
/
件
（
設
備
部
分
は
2
,5
0
0
万
円
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
う
場
合
は
、
当
該
工
事
の
費
用
と
し
て

2
,5
0
0
万
円
を
上
記
補
助
限
度
額
に
加
算
可
能

＜
事
業
期
間
＞

採
択
年
度
を
含
め
原
則
２
年
以
内

等

【
イ
メ
ー
ジ
】

高
機
能
換
気
設
備

継
続

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：

環
境
・
ス
ト
ッ
ク
活
用
推
進
事
業
（
4
7
.7
9
億
円
）
の
内
数

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

20
50
年
カー

ボ
ンニ

ュー
トラ
ル
の
実
現
に
向
け
、建

築
物
ス
トッ
クの

省
エ
ネ
改
修
の
促
進
を図

る
た
め
、躯

体
の
改
修
及
び
空
調
の
効
率
化
に

資
す
る
換
気
設
備
の
導
入
等
を
行
う民

間
等
に
よ
る
省
エネ

改
修
工
事
に
対
して

支
援
を
行
う。

3
3

3
2



住
宅
・
建
築
物
省
エ
ネ
改
修
推
進
事
業

令
和

８
年

度
予

算
概

算
要

求
額

：
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数

建
築
物

省
エ
ネ
診
断

省
エ
ネ
改
修
（建
替
え
を
含
む
）

省
エ
ネ
設
計
等

民
間
実
施
：
国
と
地
方
で

２
／
３

公
共
実
施
：
国
１
／
３

■ ■
対対

象象
とと

なな
るる

工工
事事

■■
交交

付付
率率

民
間
実
施
：
国
と
地
方
で

２
／
３

公
共
実
施
：
国
１
／
３

■ ■
補補

助助
限限

度度
額額

（
国

と
地

方
が

交
付

率
2
3
％

で
補

助
す

る
場

合
）

開
口

部
、

躯
体

等
の

断
熱

化
工

事
、

設
備

の
効

率
化

に
係

る
工

事

※
 設

備
の

効
率

化
に

係
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

開
口

部
・
躯

体
等

の
工

事
と

併
せ

て
実

施
す

る
も

の
に

限
る

。
※

 改
修

後
に

耐
震

性
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
が

必
要

（
計

画
的

な
耐

震
化

を
行

う
も

の
を

含
む

）
※

 省
エ

ネ
基

準
適

合
義

務
の

施
行

後
に

新
築

さ
れ

た
建

築
物

又
は

そ
の

部
分

は
、

Z
E
B

レ
ベ

ル
へ

の
改

修
の

み
対

象
。

民
間

実
施

：
国

と
地

方
の

合
計

で
2
3
％

公
共

実
施

：
国

1
1
.5

％
【【

省省
エエ

ネネ
改改

修修
のの

イイ
メメ

ーー
ジジ

】】

L
ED
照

明

断
熱
材
挿
入

高
効
率

給
湯
器

二
重
サ
ッ
シ

複
層
ガ
ラ
ス

※

住
宅

省
エ
ネ
診
断

民
間

実
施
：
国
と
地
方
で

２
／
３

公
共

実
施
：
国
１
／
２

Z
E
B

レ
ベ

ル
省

エ
ネ

基
準

適
合

レ
ベ

ル

9
,6

0
0

円
/
㎡

5
,6

0
0

円
/
㎡

■■
交交

付付
額額

（
国

と
地

方
が

補
助

す
る

場
合

）

■■
交交

付付
対対

象象
とと

なな
るる
費費

用用

省
エ

ネ
設

計
等

費
及

び
省

エ
ネ

改
修
工
事
費
を
合
算

し
た
額

※
 設

備
の

効
率

化
に

係
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

開
口

部
・
躯

体
等

の
断

熱
化

工
事

と
同

額
以

下
。

※
 Z

E
H

レ
ベ

ル
の

省
エ

ネ
改

修
と

併
せ

て
実

施
す

る
構

造
補

強
工

事
を

含
む

。
※

 改
修

後
に

耐
震

性
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
が

必
要

（
計

画
的

な
耐

震
化

を
行

う
も

の
を

含
む

）。

Z
E
H

レ
ベ

ル
省

エ
ネ

基
準

適
合

レ
ベ

ル

7
0
0
,0

0
0

円
/
戸

交
付

対
象

費
用

の
８

割
を

限
度

3
0
0
,0

0
0

円
/
戸

交
付

対
象

費
用

の
４

割
を

限
度

※
省

エ
ネ

改
修

の
地

域
へ

の
普

及
促

進
に

係
る

取
組

を
行

う
場

合
に

重
点

的
に

支
援

※
耐

震
改

修
と

併
せ

て
実

施
す

る
場

合
は

、
住

宅
・
建

築
物

安
全

ス
ト

ッ
ク

形
成

事
業

等
に

お
い

て
実

施

省
エ
ネ
設
計
・
省
エ
ネ
改
修
（建
替
え
を
含
む
）

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

拡
充

サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ
ノミ
ー
の
実
現
に
資
す
る
既
存
住
宅
の
活
用
の
拡
大
を図

る
た
め
、省

エネ
改
修
に
加
え
、長

寿
命
化
や
、子

育
て
、防

犯
な
ど

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
改
修
な
ど、
既
存
住
宅
の
改
修
に
対
す
る
支
援
を強

化
す
る
。
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公
営
住
宅
等
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業
、
改
良
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業

継
続

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
の
内
数

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

※
規
模
増
改
善
、
住
戸
改
善
・共
用
部
分
改
善
（福
祉
対
応
型
、
安
全
性
確

保
型
（耐
震
性
の
確
保
に
係
る
も
の
）、
長
寿
命
化
型
、
脱
炭
素
社
会
対
応
型
、

子
育
て
世
帯
支
援
型
）に
つ
い
て
は
、
測
量
試
験
費
も
助
成
対
象
。

基
本
的
要
件

個
別
改
善
事
業
の
分
類

支
援
内
容

次
の
い
ず
れ
か
の
分
類
に
該
当
す
る
こ
と
。

①
居
住
性
向
上
型

②
福
祉
対
応
型

③
安
全
性
確
保
型

④
長
寿
命
化
型

⑤
脱
炭
素
社
会
対
応
型

⑥
子
育
て
世
帯
支
援
型

○
整
備
費
に
対
す
る
助
成

・
整
備
費
を
交
付
金
算
定
対
象
事
業
費
と
し
、
そ
の
原
則
5
0
％

を
国
が
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等
に
よ
り
助
成
。

こ
の
ほ
か
、
改
善
に
よ
っ
て
家
賃
が
上
昇
し
た
場
合
の

家
賃
の
低
廉
化
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
も
一
部
助
成

対
象
工
事

○
個
別
改
善
事
業
（規
模
増
改
善
、
住
戸
改
善
、

共
用
部
分
改
善
、
屋
外
・外
構
改
善
）

○
全
面
的
改
善

施
行
要
件

改
善
工
事
の
内
容

○
個
別
改
善
事
業

建
設
後
2
0
年
を
経
過
し
た
も
の

（原
則
）

建
設
後
1
0
年
を
経
過
し
た
も
の

・子
ど
も
の
安
全
確
保
に
係
る
改
善

（子
ど
も
の
転
落
防
止
措
置
等
）

年
度
要
件
な
し

・長
寿
命
化
改
善

・障
害
者
向
け
改
善

・認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
改
善

・住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置

・既
存
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修

・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
又
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
に
係
る
改
善

・宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

・防
災
・減
災
対
策
に
係
る
改
善

・交
流
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

建
設
後
3
0
年
を
経
過
し
た
も
の

○
全
面
的
改
善
（ト
ー
タ
ル
リ
モ
デ
ル
）

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

公
営
住
宅
等
の
既
存
ス
トッ
クに
つ
い
て
、省

エ
ネ
性
能
の
向
上
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
向
け
、省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
対
す
る
支
援
を行

う。
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先先
導導

技技
術術

のの
一一

例例

■
高

断
熱

に
よ
る
外

皮
負

荷
削

減
と

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
量

の
ミ
ニ
マ
ム
化

■
水

素
吸

蔵
合

金
を

利
用

し
た
季

節
間

の
エ
ネ
ル

ギ
ー

融
通

シ
ス
テ
ム

■
街

区
の

緑
化

、
周

辺
地

域
の

避
難

場
所

提
供

■
街

区
の

緑
化

、

■
E
V
・
V

2
H
に
よ
る

電
力

融
通

■■
住住

宅宅
■■

建建
築築

物物

■
建

設
時

に
お
け
る

省
C

O
2
効

果
が

あ
る
技

術

■
建

物
を
長

寿
命

化
さ
せ

る
取

組

ＣＣ
ＯＯ

２２
のの

削削
減減

、、
健健

康康
・・
介介

護護
、、
災災
害害

時時
のの

継継
続続
性性

、、
少少

子子
化化

対対
策策

、、
防防
犯犯

対対
策策
、、
建建
物物
のの

長長
寿寿
命命

化化
等等

にに
寄寄

与与
すす
るる
先先

導導
的的

なな
技技

術術
がが

導導
入入

ささ
れれ

るる
リリ
ーー
デデ
ィィ
ンン
ググ
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
をを
支支

援援

【
事

業
概

要
】

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：

環
境
・
ス
ト
ッ
ク
活
用
推
進
事
業
（
4
7.

7
9
億
円
）
の
内
数

拡
充

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建

築
物

等
先

導
事

業
（
省

C
O

2
先

導
型

）

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

「「
先先

進進
性性

」」
とと
「「
普普

及及
・・
波波

及及
性性

」」
をを
兼兼

ねね
備備

ええ
たた
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
をを
先先

導導
的的

とと
評評

価価

・
学

識
経

験
者

か
ら
構

成
さ
れ

る
評

価
委

員
会

に
お
い
て
評

価
し
、
採

択
を
決

定

・
「
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル

カ
ー
ボ
ン
を
よ
り
的

確
に
算

出
し
削

減
す
る
取

組
」
等

に

資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

も
積

極
的

に
評

価

＜＜
補補

助助
対対

象象
＞＞

設設
計計

費費
、、
建建

設設
工工

事事
費費
等等

のの
うう
ちち
、、

先先
導導

的的
とと
評評

価価
ささ
れれ

たた
部部

分分

＜＜
補補

助助
率率

＞＞
１１
／／

２２
等等

＜＜
限限

度度
額額

＞＞
原原

則則
５５
億億

円円
／／
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

新新
築築

のの
建建
築築

物物
又又

はは
共共
同同

住住
宅宅
にに
つつ
いい
てて

建建
設設

工工
事事
費費

のの
５５
％％

等等

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

20
50
年
カー
ボ
ン
ニ
ュー
トラ
ル
の
実
現
に
向
け
、住

宅
・建
築
物
の
脱
炭
素
化
を
さら
に
推
進
す
る
とと
も
に
、国

際
的
な
潮
流
に
対
応
す
る
た

め
、ラ
イフ
サ
イク
ル
カー
ボ
ン
を
よ
り的

確
に
算
出
・評
価
す
る
先
導
的
な
事
業
等
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
。
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＜
現

状
・

課
題

＞

20
50
年
カー

ボ
ン
ニ
ュー

トラ
ル
の
実
現
に
向
け
、2
03
0年

度
以
降
の
「新

築
住
宅
に
お
け
る
ZE
H
水
準
に
相
当
す
る
省
エ
ネ
性
能
の
確
保
」

を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
、現

在
の
市
場
に
お
け
る
取
組
状
況
を
踏
ま
え
て
、更

な
る
普
及
が
必
要
な
賃
貸
住
宅
を
対
象
に
、Z
EH
水
準
の
省

エ
ネ
性
能
が
確
保
され

た
住
宅
の
新
築
を支

援
す
る
事
業
を創

設
す
る
。

新
規

・・
エエ
ネネ

ルル
ギギ

ーー
基基
本本
計計

画画
（（
令令

和和
７７

年年
２２

月月
11
88日日

））
政

府
と

し
て

は
、

2
05

0年
に
スス

トト
ッッ

クク
平平

均均
でで

のの
ZZ
EE
HH（（

NN
eett
  
ZZ
eerr
oo
  EE
nn
ee
rr
gg
yy  

HH
oouu

ss
ee））

・・
ZZ
EE
BB（（

NN
eett
  
ZZee
rr
oo
  
EE
nnee
rr
ggyy

  
BB
uuii

ll
dd
iinn
gg））

基基
準準

のの
水水

準準
のの

省省
エエ

ネネ
ルル

ギギ
ーー
性性

能能
のの

確確
保保

を
目

指
し

、
こ

れ
に
至

る
22
00
33
00年年

度度
以以

降降
にに

新新
築築

ささ
れれ
るる

住住
宅宅

・・
建建

築築
物物

はは
ZZ
EE
HH・・

ZZEE
BB
基基

準準
のの

水水
準準

のの
省省

エエ
ネネ
ルル

ギギ
ーー

性性
能能

のの
確確

保保
を

目
指

す
と
の

目
標

を
掲

げ
て

お
り

、
建

築
物

省
エ
ネ

法
な

ど
の

規
制

と
支

援
措
置

を
一

体
的

に
活

用
し

な
が

ら
、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
性

能
の

向
上

及
び

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

拡
大

を
進

め
て

い
く

。

・・
地地
球球

温温
暖暖
化化

対対
策策

計計
画画

（（
令令

和和
７７
年年

２２
月月
11
88日日

））
具

体
的

に
は

、
2
0
2
2年

に
改

正
さ

れ
た

建
築

物
省

エ
ネ

法
に

基
づ

き
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

基
準
適

合
義

務
の

対
象

外
で

あ
る

住
宅

の
省
エ

ネ
ル

ギ
ー

基
準

へ
の

適
合
を

2
0
25

年
度

に
義

務
化

す
る

と
と
も

に
、
22
00
3300
年年

度度
以以

降降
新新

築築
ささ

れれ
るる

住住
宅宅

にに
つつ

いい
てて
ZZ
EE
HH基基

準準
のの

水水
準準

のの
省省

エエ
ネネ

ルル
ギギ

ーー
性性

能能
のの

確確
保保
を

目
指

し
、

整
合

的
な
誘

導
基

準
・

住
宅

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
基
準

の
引

上
げ

、
省

エ
ネ

ル
ギ
ー

基
準

の
段

階
的

な
水

準
の

引
上
げ

を
遅

く
と

も
20

3
0年

度
ま

で
に
実

施
す

る
。

・
・

・
く

わ
え

て
、

規
制

強
化

の
み

な
ら

ず
、

22
00
5500
年年

にに
住住
宅宅

スス
トト

ッッ
クク

平平
均均

でで
ZZ
EE
HH基基

準準
のの

水水
準準

のの
省省

エエ
ネネ
ルル

ギギ
ーー

性性
能能

確確
保保

の
実

現
に

向
け
て

、
新

築
住

宅
に

つ
い

て
は

Z
EH

基
準

の
水
準
及

び
そ

れ
を

上
回

る
水
準

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
性

能
を

有
す

る
住

宅
の

普
及

を
図

る
。

●●
ZZEE
HH水水

準準
のの
住住

宅宅
●●

住住
宅宅
のの

省省
エエ

ネネ
性性

能能
のの
向向
上上
のの

道道
すす

じじ

●●
ZZEE
HH水水

準準
のの
賃賃

貸貸
住住
宅宅

のの
割割

合合
（（
令令
和和

４４
年年
度度
））
：：
1199
％％

＋

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
基
準

断
熱
基
準

太
陽
光
発
電
等
に
よ
る
創
エ
ネ
を
考
慮
せ
ず

省
エ
ネ
基
準
相
当
か
ら▲
20
%

省
エ
ネ
基
準
よ
り強

化
した
高
断
熱
基
準

（
外

皮
平
均
熱
貫
流

率
の
基
準
例
）

①①
高高

断断
熱熱

化化

義義
務務
基基

準準
のの

引引
上上
げげ

・
2
03
0
年

ま
で

に
Z
EH
水

準
に

引
上

げ

全全 面面 義義 務務 化化

建建 築築 物物 省省 エエ ネネ 法法 改改 正正

2
02
2
年

2
02
5
年

2
03
0
年

全全
面面

義義
務務

化化
にに

向向
けけ
たた

準準
備備

・
基

準
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
類

の
整

備
・

講
習

等
の

実
施

新新 築築 住住 宅宅 にに おお けけ るる

ＺＺ ＥＥ ＨＨ 水水 準準 のの 省省 エエ ネネ 性性 能能 確確 保保
（

単
位

：
W
/
(
m2
・

K
)）

●●
関関

連連
すす
るる
計計
画画
（（

閣閣
議議
決決
定定
））

・
・

・
・

・
・

②②
設設

備備
等等

のの
高高

効効
率率

化化

断
熱

材

複
層

ガ
ラ

ス

省
エ
ネ
賃
貸
住
宅
供
給
促
進
事
業

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：

住
宅
・
建
築
物
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
総
合
推
進
事
業
（
3
3
3
.6
0
億
円
）
の
内
数
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建
築
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

継
続

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：
1
0
0
億
円

＜
BI
M
活
用
型
＞

•
次
の
要
件
に
該
当
す
る
建
築
物
で
あ
る
こと

耐
火
/準
耐
火
建
築
物
等

省
エネ

基
準
適
合

•
元
請
事
業
者
等
は
、下

請
事
業
者
等
に
よる

建
築
BI
M
の
導
入
を支

援
す
る
こと

•
元
請
事
業
者
等
は
、本

事
業
の
活
用
に
よ
り整

備
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
、維

持
管
理
の
効
率
化
に
資
す
る
BI
M
デ
ー
タ整

備
を行

うこ
と

•
元
請
事
業
者
等
ま
た
は
下
請
事
業
者
等
ま
た
は
そ
の
両
者
は
、上

記
の
うち
大
規

模
な
新
築
プ
ロジ

ェク
トに

あ
って
は
、業

務
の
効
率
化
又
は
高
度
化
に
資
す
る
も
の

とし
て
国
土
交
通
省
が
定
め
る
BI
M
モ
デ
ル
の
活
用
を
行
うこ
と

•
元
請
事
業
者
等
及
び
下
請
事
業
者
等
は
、
「B
IM
活
用
事
業
者
登
録
制
度
」に

登
録
し、
補
助
事
業
完
了
後
３
年
間
、B
IM
活
用
状
況
を
報
告
す
る
こと
。ま
た
、

国
土
交
通
省
が
定
め
る
内
容
を
盛
り込

ん
だ
「B
IM
活
用
推
進
計
画
」を
策
定
す

る
こと

＜
LC
A実

施
型
＞

•
LC
A算

定
結
果
を
国
土
交
通
省
等
に
報
告
す
る
こと
（
報
告
内
容
を
デ
ー
タベ

ー
ス
化
の
上
、国

土
交
通
省
等
に
お
い
て
毎
年
度
公
表
）

•
国
土
交
通
省
等
に
よ
る
調
査
に
協
力
す
る
こと

※
BI
M
モ
デ
ル
を
作
成
した

上
で
LC
Aを
行
う場

合
は
、B
IM
活
用
型
、L
CA
実
施

型
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
こと

●
補
助
要
件

●
補
助
額
等

＜
BI
M
活
用
型
＞

•
設
計
調
査
費
及
び
建
設
工
事
費
に
対
し、
BI
M
活
用
に
よ
る
掛
か
り増

し費
用
の

1/
2を
補
助
（
延
べ
面
積
に
応
じて

補
助
限
度
額
を設

定
）

＜
LC
A実

施
型
＞

•
LC
Aの

実
施
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、上

限
額
以
内
で
定
額
補
助

BI
M
モデ

ル
を作

成
せ
ず
に
LC
Aを
行
った
場
合
：
65
0万

円
／
件

BI
M
モデ

ル
を作

成
した

上
で
LC
Aを
行
う場

合
：
50
0万

円
／
件

※
LC
A算

定
に
必
要
な
CO

2原
単
位
も
策
定
す
る
場
合
の
上
限
額
は
、4
00
万

円
を加

算

BI
M
モ
デ
ル
と部

材
等
の
CO
2原
単
位
を
紐
づ
け

＜
BI
M
モ
デ
ル
を
活
用
した

LC
Aの

実
施
イ
メ
ー
ジ
＞

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

建
築
物
の
LC
Aの

実
施
に
よ
る
LC
CO

2削
減
の
推
進
（
GX
）
と建

築
業
界
全
体
の
生
産
性
向
上
の
推
進
（
D
X）

を
図
る
た
め
、建

築
物

の
LC
Aの

実
施
と建

築
BI
M
の
普
及
拡
大
を一

体
的
・総

合
的
に
支
援
す
る
。

3
8



優
良
木
造
建
築
物
等
整
備
推
進
事
業

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
額
：

住
宅
・
建
築
物
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
総
合
推
進
事
業
（
33
3
.6
0億

円
）
の
内
数

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

継
続

民
間
事
業
者
等

●
補
助
対
象
事
業
者

①
主
要
構
造
部
に
木
材
を一

定
以
上
使
用
す
る
こと

②
建
築
基
準
上
、耐

火
構
造
又
は
準
耐
火
構
造
とす

る
こと
が
求
め
られ

る
こと

③
不
特
定
の
者
の
利
用
又
は
特
定
多
数
の
者
の
利
用
に
供
す
る
用
途
で
あ
る
こと

④
木
造
建
築
物
等
の
普
及
啓
発
に
関
す
る
取
組
が
な
され

る
こと

⑤
ZE
H・
ZE
B水

準
に
適
合
す
る
こと

⑥
伐
採
後
の
再
造
林
や
木
材
の
再
利
用
等
に
資
す
る
取
組
が
な
され

る
こと

等
※
先
導
的
な
プロ

ジ
ェク
トの

場
合
は
、有

識
者
委
員
会
で
先
導
性
を
評
価
され

る
こと

●
補
助
要
件

●
補
助
率
・補

助
限
度
額

【調
査
設
計
費
】
木
造
化
に
関
す
る
費
用
の
１
/２

以
内

【建
設
工
事
費
】
木
造
化
に
よ
る
掛
増
し費

用
の
１
/３

以
内

(た
だ
し算

出
が
困
難
な
場
合
は
建
設
工
事
費
の
７
％
以
内
)

【補
助
限
度
額
】
合
計
２
億
円

※
先
導
的
な
プロ

ジ
ェク
トの

場
合
は
、建

設
工
事
費
及
び
上
限
を
引
き
上
げ

【補
助
対
象
イ
メ
ー
ジ
】

地
上
９
階
建
て
混
構
造
事
務
所

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

20
50
年
カー

ボ
ン
ニ
ュー

トラ
ル
の
実
現
に
向
け
、炭

素
貯
蔵
効
果
が
期
待
で
き
る
中
大
規
模
木
造
建
築
物
の
普
及
に
資
す
る
プ
ロジ

ェク
トや

先
導
的
な
設
計
・施

工
技
術
が
導
入
され

る
プ
ロジ

ェク
トに

対
して

支
援
を行

う。

【出
典
】熊

谷
組
HP

3
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民
間
事
業
者
等
の
知
見
を
活
用
し
た
建
築
基
準
整
備
の
推
進
事
業

継
続

令
和

８
年

度
予

算
概

算
要

求
額

：
6
.1
4
億

円

■
背

景
・必

要
性

民
間
等
の
新
技
術
の
技
術
基
準
へ
の
反
映
、更

に
は
大
地
震
や
大
規
模
火
災
に
よ
る
被
害
等
に
対
応
した

技
術
基
準
の
整
備
・合

理
化
が
遅
れ
る
よ
うな

こと
が
あ
って
は
、建

築
産
業
の
活
性
化
や
よ
り高

い
安
全
性
の
確
保
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
。そ
の
た
め
、社

会
に
対
す
る
要
請
を
的
確
に
把
握
し、
迅
速
な
基

準
整
備
を
可
能
とす

る
技
術
基
準
整
備
体
制
が
必
要
とさ
れ
る
。

■
事

業
フロ

ー

当
該

事
業

に
よ

る
事

例

新
技

術
を

用
い

た
建

築
物

の
設

計
基

準
策

定
CL
T（

直
交
集
成
材
）
を
用
い
た

建
築
物
の
構
造
・防

火
に
関
す
る

告
示
の
制
定
に
よ
り、
設
計
及
び
申

請
を容

易
に
した

。

国
土
交
通
省

１
. 対

応
（
基
準
整
備
等
）
が
必

要
な
事
項
に
関
し技

術
的
課

題
を
設
定

９
. 基

準
原
案
を
踏
まえ

、パ
ブリ
ッ

クコ
メン
トの

結
果
等
も
考
慮
し

社
会
的
規
制
とし
て
の
妥
当
性

を
検
証
した

上
で
基
準
化

８
. 成

果
を
踏
ま
え
、他

の
知
見
等

も
総
合
化
して

技
術
基
準
原

案
等
を
作
成

２
. 課

題
毎
に
調
査
内
容
(基
準

原
案
作
成
に
必
要
な
実
験
、

解
析
等
の
仕
様
・条

件
等
)の

設
定

民
間
主
体

大
学

民
間

団
体

研
究

機
関

等

６
. 調

査
事
項
等

に
即
した

実
験
等
の
実
施

３
. 調

査
内
容
等
の提

示
調
査
主
体
の公

募

４
. 応

募

５
. 調

査
主
体
の
選
定

７
.成
果
（
基
準
作
成
に必

要
な
基
礎
資
料
等
）

の提
出

民
間

事
業
者

告
示
を制

定
した
こと
で
CL
Tを
用
い
て建

築
が
可
能
とな
った
建
築
物
の
例

（
い
わ
き
CL
T復

興
公
営
住
宅
）

■
内
観

■
外
観

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

国
に
お
い
て
行
う技

術
基
準
の
策
定
・改

定
の
促
進
を
図
る
た
め
、建

築
基
準
法
・建

築
物
省
エネ

法
等
に
お
け
る
住
宅
・建

築
物
に
係
る
技
術

基
準
を
策
定
・改

定
す
る
上
で
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、民

間
事
業
者
等
が
行
う実

験
等
に
よ
り基

礎
的
な
デ
ー
タ・
技
術
的
知
見
の
収
集
・蓄

積
等
に
対
して

支
援
を
行
う。

4
0



建
築
情
報
DB

建
築
行
政
Ｄ
Ｘ
総
合
推
進
事
業

建
築
行
政
に
係
る
担
い
手
（
建
築
主
事
・建

築
士
等
）
の
各
種
業
務
の
効
率
化
・質

の
向
上
を
図
る
た
め
、①

建
築
確
認
・検

査
、定

期
報

告
、各

種
認
定
等
、建

築
行
政
手
続
全
体
の
オ
ン
ライ
ン
化
、②

BI
M
デ
ー
タ等

に
よ
る
行
政
手
続
の
一
元
化
及
び
審
査
の
効
率
化
、③

これ
らに
よ
る
建
築
デ
ー
タの

蓄
積
や
活
用
の
検
討

な
どに
つ
い
て
総
合
的
に
支
援
す
る
事
業
を創

設
す
る
。

新
規

令
和

８
年

度
予

算
概

算
要

求
額

：
5
.5
5
億

円
４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

＜
事
業
対
象
の
イメ
ー
ジ
＞

シ
ス
テ
ム
環
境

AI
に
よる

デ
ー
タ分

析

手
続
ご
との

紙
の
図
書
・書

類
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

デ
ー
タ
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

の
構
築

BI
M
デ
ー
タ等

の
共
有

デ
ー
タプ
ラッ
トフ
ォー
ム

を活
用
した

審
査
の
効
率
化

従
来
の
手
続

申
請
者

等
（
建
築
主
、設

計
者
、施

工
者
、管

理
者

等
）

審
査
者

等
（
建
築
主
事
、指

定
確
認
検
査
機
関
、消

防
機
関

等
）

申
請
の
オ
ンラ
イン
化

③
建
築
デ
ー
タ
の
蓄
積
・活
用

①
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

②
手
続
の
一
元
化
・効
率
化

図
書
・書

類
の

デ
ジ
タル

化
BI
M
デ
ー
タ

（
＋
一
部
図
書
）

3D
モ
デ
ル

+
属
性
情
報

連
携

建
築
デ
ー
タを

設
計
等
に
活
用

建
築
デ
ー
タを

審
査
に
活
用

民
間
・行

政
・研

究
機
関

等

デ
ー
タの

提
供

他
分
野
で
の

建
築
デ
ー
タの

活
用

行
政
手
続
に
関
す
る

情
報
を自

動
的
に
蓄
積

4
1
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．．
参参
考考
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料料

  

 

目
 
 
 
 
次
 

      

（
参
考
１
）
令

和
８
年

度
住

宅
局

関
係
予
算

概
算

要
求

総
括
表
 

・
・

・
・
・
 
４

４
 

 
 

 
 

 
 

（
参
考
２
）

令
和
８
年

度
住

宅
局

関
係
財
政

投
融

資
等

要
求
総
括

表
 

・
・

・
・
・
 
４

５
 

 
 
 

 
 
 

 

【
協
力
要
請
】

○
住
宅
の
大
量
供
給
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
成

○
省
エ
ネ
、
免
震
等
の
先
進
技
術
の
提
供

○
長
期
・
低
利
の
住
宅
ロ
ー
ン
制
度
の
構
築

住
宅
建
築
技
術
国
際
展
開
支
援
事
業

継
続

背
景
・
課
題

事
業
概
要

事
業
フ
ロ
ー

○
対
象
事
業
：
相
手
国
か
らの

要
請
に
基
づ
く以

下
の
事
業

（
１
）
事
業
環
境
整
備

①
新
興
国
等
へ
の
事
業
展
開
に
関
す
る
フィ
ー
ジ
ビリ
テ
ィス
タデ

ィ
a.
土
地
・建

築
制
度
、資

格
制
度
、ガ

イド
ライ
ン、
条
例
等
の
運
用
状
況

b.
我
が
国
企
業
が
対
象
国
で
事
業
を展

開
す
る
に
当
た
って
の
課
題
抽
出

②
新
興
国
の
政
府
職
員
等
を
対
象
とす

る
セ
ミナ
ー
等
の
企
画
・開

催

（
２
）
住
宅
建
築
プロ

ジ
ェク
トの

円
滑
化

①
相
手
国
の
建
築
技
術
制
度
構
築
に
資
す
る
技
術
提
供
、人

材
育
成

②
相
手
国
の
一
般
に
対
す
る
技
術
情
報
の
提
供

○
事
業
主
体
：
海
外
で
事
業
を展

開
す
る
住
宅
事
業
者
、関

連
団
体

都
市
再
生
機
構
（
UR
）
、住

宅
金
融
支
援
機
構
（
JH
F）

○
補

助
率
：
（
１
）
事
業
環
境
整
備

定
額
補
助

（
２
）
住
宅
建
築
プロ

ジ
ェク
トの

円
滑
化

１
／
２

○
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り国

内
市
場
の
縮
小
が
懸
念
。経

済
発
展
と人

口
増
加
が

著
しい

海
外
需
要
を取

り込
む
こと
が
日
本
の
住
宅
産
業
の
成
長
に
とっ
て
重
要
。

○
海
外
社
会
資
本
事
業
へ
の
我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
海
外
イン

フラ
展
開
法
）
に
基
づ
き、
政
府
、独

立
行
政
法
人
が
持
つ
信
用
力
、

専
門
的
な
ノウ
ハ
ウを

活
用
し、
日
本
企
業
の
国
際
展
開
を支

援
す
る
こと
が
必
要
。

○
米
国
、豪

州
を始

め
先
進
国
を中

心
に
展
開
す
る
現
状
。新

興
国
は
市
場
規
模
が

大
きく
ポ
テ
ンシ

ャル
は
高
い
が
、複

雑
な
法
規
制
、商

慣
習
等
に
よる

リス
クが

存
在
。

・
人
口
世
界
第
１
位
。

・
州
単
位
で
法
規
制
が
異

な
り
調
査
を
要
す
る
。

イ
ン
ド

・
移
民
流
入
等
に
よ
り
住

宅
供
給
が
不
足
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

相
手
国
中
央
政
府
・
地
方
政
府
・
民
間
事
業
者

イ
ン
ド
住
宅
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
イ
メ
ー
ジ

（
ム
ン
バ
イ
首
都
圏
開
発
庁
提
供
資
料
）

都
市
再
生
機
構

○
住
宅
の
大
量
供
給
や

管
理
に
関
す
る
知
見

住
宅
金
融
支
援
機
構

○
住
宅
ロ
ー
ン
の
証
券
化
や

融
資
基
準
に
関
す
る
知
見

民
間
事
業
者

○
省
エ
ネ
、
工
業
化
、

免
震
等
に
関
す
る
知
見

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
省
エ
ネ
住
宅
モ
デ
ル
イ
メ
ー
ジ

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
提
供
資
料
）

【
事
業
環
境
整
備
/
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
円
滑
化
】

○
日
本
企
業
に
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
共
有

○
相
手
国
に
日
本
の
強
み
を
生
か
せ
る
技
術
、
工
法
を
発
信

・
首
都
移
転
に
伴
い
住
宅

建
設
需
要
が
大
幅
増
。

令
和

８
年

度
予

算
概

算
要

求
額

：
1
.0
8
億

円

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

４
．
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

＜
現
行
制
度
の
概
要
＞

我
が
国
の
事
業
者
の
海
外
展
開
を促

進
す
る
た
め
、新

興
国
等
に
お
け
る
事
業
展
開
の
可
能
性
調
査
や
研
修
会
開
催
等
へ
の
支
援
を
行
う。
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令
和
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年
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・
・
・
・
・
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（
参
考
２
）
令
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８
年
度
住

宅
局

関
係
財
政

投
融

資
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要

求
総
括
表
 

・
・
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・
・
 
４
５
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（
参
考
１
）
　
令
和
８
年
度
住
宅
局
関
係
予
算
概
算
要
求
総
括
表

（単
位

：億
円

）
令

和
８

年
度

前
年

度
対

前
年

度
要

求
・

要
望

額
予

算
額

倍
率

（A
）

（B
）

（A
／

B
）

1
,8

6
9

.0
4

1
,5

5
7

.5
4

1
.2

0

う
ち

1
3

2
.0

0
1
1
0

.0
0

1
.2

0

う
ち

4
3

.2
0

3
6

.0
0

1
.2

0

う
ち

4
0

.0
0

2
7

.0
0

1
.4

8

う
ち

7
0

.8
0

5
9

.0
0

1
.2

0

う
ち

3
3

3
.6

0
3

7
3

.4
0

0
.8

9

う
ち

建
築

G
X

・
D

X
推

進
事

業
1
0

0
.0

0
6

5
.0

0
1
.5

4

う
ち

1
3

4
.4

7
1
2

0
.2

9
1
.1

2

う
ち

4
9

9
.1

3
3

0
1
.5

3
1
.6

6

う
ち

2
8

9
.3

2
2

4
8

.2
4

1
.1

7

1
0

0
.9

1
8

4
.0

9
1
.2

0

1
.0

1
1
.0

1
1
.0

0

1
,9
7
0
.9
6

1
,6
4
2
.6
4

1
.2
0

9
7

.0
0

8
0

.8
9

1
.2

0

う
ち

4
7

.7
9

4
2

.0
3

1
.1

4

2
,0
6
7
.9
6

1
,7
2
3
.5
3

1
.2
0

１
．
本

表
の

ほ
か

、
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
（令

和
８

年
度

）と
し

て
、
1
6

,0
4

7
億

円
の

内
数

が
あ

る
。

２
．
本

表
の

ほ
か

、
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

対
策

に
係

る
経

費
（東

日
本

大
震

災
復

興
特

別
会

計
）と

し
て

、
2

1
1
億

円
が

あ
る

。
３

．
本

表
の

行
政

経
費

に
は

他
局

計
上

分
を

含
み

、
デ

ジ
タ

ル
庁

一
括

計
上

分
を

含
ま

な
い

。
4

．
第

１
次

国
土

強
靱

化
実

施
中

期
計

画
に

基
づ

く
取

組
の

推
進

に
必

要
な

経
費

に
つ

い
て

は
、
事

項
要

求
を

行
い

、
予

算
編

成
過

程
で

検
討

す
る

。
５

．
労

務
費

確
保

の
必

要
性

や
近

年
の

資
材

価
格

の
高

騰
の

影
響

等
を

考
慮

し
た

公
共

事
業

等
の

実
施

に
必

要
な

経
費

に
つ

い
て

は
、
事

項
要

求
を

行
い

、
予

算
編

成
過

程
で

検
討

す
る

。
６

．
計

数
は

そ
れ

ぞ
れ

四
捨

五
入

し
て

い
る

た
め

、
端

数
に

お
い

て
合

計
と

は
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。

都
市

環
境

整
備

事
　

　
　

  
  
  
  
　

　
項

住
宅

対
策

住
宅

・
建

築
物

防
災

力
緊

急
促

進
事

業

密
集

市
街

地
総

合
防

災
事

業

マ
ン

シ
ョ

ン
総

合
対

策
モ

デ
ル

事
業

空
き

家
対

策
総

合
支

援
事

業

住
宅

・
建

築
物

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

総
合

推
進

事
業

公
的

賃
貸

住
宅

家
賃

対
策

地
域

居
住

機
能

再
生

推
進

事
業

住
宅

金
融

支
援

機
構

災
害

復
旧

等

公
　
　
共
　
　
事
　
　
業
　
　
関
　
　
係
　
　
計

行
政

経
費

環
境

・
ス

ト
ッ

ク
活

用
推

進
事

業

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

4
4



（
参
考
２
）
令
和
８
年
度
住
宅
局
関
係
財
政
投
融
資
等
要
求
総
括
表

（
単
位
：
億
円
）

令
和
８
年
度
(A
)

前
年
度
(B
)

倍
率
(A
/
B
)

（
独
）
住

宅
金

融
支

援
機

構
1
4
,8
2
0
.1
4

1
4
,7
2
6
.0
2

1
.0
1

財
政
投
融
資

2
,2
4
4
.0
0

1
,0
2
6
.0
0

2
.1
9

自
己
資
金
等

1
2
,5
7
6
.1
4

1
3
,7
0
0
.0
2

0
.9
2

（
独
）
都

市
再

生
機

構
1
3
,5
1
5
.6
6

1
4
,6
0
4
.3
2

0
.9
3

財
政
投
融
資

4
,5
0
0
.0
0

4
,9
0
0
.0
0

0
.9
2

自
己
資
金
等

9
,0
1
5
.6
6

9
,7
0
4
.3
2

0
.9
3

（
注
）
１
．
（
独
）
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
お
け
る
財
政
投
融
資
に
は
、
住
宅
金
融
機
構
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
に
係
る
政
府
保
証
債
1
,9
0
0
億
円
を
含
む
。

２
．
自
己
資
金
等
に
は
、
（
独
）
住
宅
金
融
支
援
機
構
1
0
,7
1
5
億
円
、
（
独
）
都
市
再
生
機
構
1
,0
0
0
億
円
の
財
投
機
関
債
を
含
む
。

３
．
（
独
）
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
お
け
る
自
己
資
金
等
は
、
証
券
化
支
援
事
業
に
お
け
る
買
取
実
績
・
市
場
金
利
等
の
動
向
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

4
．
計
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
端
数
に
お
い
て
合
計
と
は
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

区
　
　
　
　
　
　
　
分

4
5

4
4
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